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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影光が入射する撮像素子を有し被検体内を撮影するための撮像モジュールが、先端部
に設けられた硬質な先端硬質部に内蔵され、前記被検体内に挿入される管状の挿入部と、
　前記撮像素子に入射する撮影光を通す観察窓と、前記先端硬質部まで送られた液体を前
記観察窓の近傍で前記被検体内に吐出するための送液出口とが形成され、前記先端硬質部
の先端面を覆うように取り付けられる先端キャップと、
　前記先端硬質部の内部に設けられ、前記先端硬質部の径方向において前記撮像モジュー
ルから離れた位置で前記先端硬質部の内部を撮影光軸方向に延びる第１送液路を有する第
１送液チューブと、
　前記先端硬質部の内部で、一端が前記送液出口に連通し、他端が撮影光軸方向にほぼ直
交する直交方向に延びて前記第１送液路の先端に連通する第２送液路と、
　前記挿入部の内部に設けられ、前記第１送液チューブの後端に連通し、前記液体を前記
第１送液路に送る第２送液チューブと、
　を備え、
　前記先端硬質部の先端面には、前記送液出口に連通し、且つ前記直交方向に延びる凹部
が形成され、
　前記先端キャップは、前記凹部の開口を塞ぎ、
　前記第２送液路は、前記凹部と前記先端キャップとにより形成された空間内に配設され
ていることを特徴とする内視鏡。



(2) JP 5485081 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

【請求項２】
　前記第１送液チューブの先端部は、前記直交方向に延びるように折り曲げられて前記凹
部と前記先端キャップとにより形成された空間内に配設され、
　前記第２送液路は、前記第１送液チューブ先端部の折り曲げられた部分の内部空間から
構成されていることを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記先端硬質部は、前記第１送液チューブの先端部が挿入されるとともに、前記第１送
液チューブを固定する円柱状の固定部材を備え、
　前記凹部は、前記固定部材の先端面に設けられ、
　前記第２送液路は、前記凹部と前記先端キャップとにより形成された空間から構成され
ていることを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記固定部材は、前記撮像モジュールも固定することを特徴とする請求項３記載の内視
鏡。
【請求項５】
　前記挿入部は、前記先端硬質部の後端に連設された湾曲自在な湾曲部と、前記湾曲部の
後端に連設された可撓性を有する可撓管部とを備え、
　前記第１送液チューブは、前記先端硬質部の内部を通される硬質チューブから構成され
、
　前記第２送液チューブは、前記湾曲部及び可撓管部の内部を通される軟質チューブから
構成されていることを特徴とする請求項１ないし４いずれか１つ記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記挿入部の後端に連設され、前記湾曲部を湾曲させるための湾曲用ノブが設けられた
操作部を備え、
　前記第２送液チューブは、前記操作部の内部まで延びるように設けられ、
　前記操作部には、前記液体を供給するためのシリンジが挿入され、前記第２送液チュー
ブに連通される送液入口が設けられていることを特徴とする請求項５記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記操作部に着脱自在で前記送液入口を塞ぐ送液キャップを備えることを特徴とする請
求項６記載の内視鏡。
【請求項８】
　請求項１ないし５いずれか１つ記載の内視鏡と、
　前記液体を前記第２送液チューブに送る送液装置と、
　を備えることを特徴とする内視鏡システム。
【請求項９】
　前記送液装置は、
　前記液体を貯留した送液タンクと、
　前記送液タンクに貯留された液体を送り出すための送液ポンプと、
　前記送液タンクと前記送液ポンプとを連結する連結管と、
　前記送液ポンプ及び前記内視鏡に接続される送液管と、
　前記送液ポンプを作動させて、前記送液タンクに貯留された液体を、前記連結管、前記
送液ポンプ、前記送液管を介して前記第２送液チューブに送る送液操作手段と、
　を備えることを特徴とする請求項８記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡及び内視鏡システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、医療分野において内視鏡を利用した医療診断が行われている。内視鏡は、被
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検体内に挿入される挿入部と、挿入部の基端に設けられた操作部とを備えている。挿入部
の先端部の内部空間には、ＣＣＤ等の撮像素子や回路基板を有する撮像モジュールが内蔵
されている。
【０００３】
　挿入部の先端部には先端キャップが取り付けられ、この先端キャップには、撮像素子に
入射する撮影光を通す観察窓と、被検体内部に向けて洗浄水や薬液などの洗浄液を吐出す
るための送液出口とが形成されている。
【０００４】
　特許文献１記載の内視鏡では、先端キャップとしての先端カバーに先端装着カバーを装
着し、この先端装着カバーに送液路としての前方送水口を形成している。この前方送水口
の通路を傾斜させ、前方送水口の送液出口を観察窓の近傍に設けるとともに、送液チュー
ブに連通する前方送水口の入口を、先端部の径方向において送液出口から離れた位置に設
けることで、送液チューブを撮像モジュールから離れた位置に配しながらも、観察窓から
観察している部分に向けて送液することが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１０－１１５４２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１では、先端装着カバーを設ける必要があるため、部品点数が増加する。また
、先端装着カバーに形成された前方送水口の通路は、撮影光軸に対して４５°程度傾斜し
た送液路であり、前方送水口の送液出口を入口から離れた位置に設けるためには、ある程
度の厚みが必要となるため先端装着カバーが大型化し、それに伴って内視鏡も大型化する
。
【０００７】
　本発明は上記問題を解決するためのものであり、大型化を防止しながらも観察している
部分に向けて送液することができる内視鏡及び内視鏡システムを提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の内視鏡は、撮影光が入射する撮像素子を有し被検体
内を撮影するための撮像モジュールが、先端部に設けられた硬質な先端硬質部に内蔵され
、前記被検体内に挿入される管状の挿入部と、前記撮像素子に入射する撮影光を通す観察
窓と、前記先端硬質部まで送られた液体を前記観察窓の近傍で前記被検体内に吐出するた
めの送液出口とが形成され、前記先端硬質部の先端面を覆うように取り付けられる先端キ
ャップと、前記先端硬質部の内部に設けられ、前記先端硬質部の径方向において前記撮像
モジュールから離れた位置で前記先端硬質部の内部を撮影光軸方向に延びる第１送液路を
有する第１送液チューブと、前記先端硬質部の内部で、一端が前記送液出口に連通し、他
端が撮影光軸方向にほぼ直交する直交方向に延びて前記第１送液路の先端に連通する第２
送液路と、前記挿入部の内部に設けられ、前記第１送液チューブの後端に連通し、前記液
体を前記第１送液路に送る第２送液チューブと、を備え、前記先端硬質部の先端面には、
前記送液出口に連通し、且つ前記直交方向に延びる凹部が形成され、前記先端キャップは
、前記凹部の開口を塞ぎ、前記第２送液路は、前記凹部と前記先端キャップとにより形成
された空間内に配設されていることを特徴とする。
【０００９】
　また、前記第１送液チューブの先端部は、前記直交方向に延びるように折り曲げられて
前記凹部と前記先端キャップとにより形成された空間内に配設され、前記第２送液路は、
前記第１送液チューブ先端部の折り曲げられた部分の内部空間から構成されていることが
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好ましい。
【００１０】
　さらに、前記先端硬質部は、前記第１送液チューブの先端部が挿入されるとともに、前
記第１送液チューブを固定する円柱状の固定部材を備え、前記凹部は、前記固定部材の先
端面に設けられ、前記第２送液路は、前記凹部と前記先端キャップとにより形成された空
間から構成されていることが好ましい。
【００１２】
　さらに、前記固定部材は、前記撮像モジュールも固定することが好ましい。
【００１３】
　また、前記挿入部は、前記先端硬質部の後端に連設された湾曲自在な湾曲部と、前記湾
曲部の後端に連設された可撓性を有する可撓管部とを備え、前記第１送液チューブは、前
記先端硬質部の内部を通される硬質チューブから構成され、前記第２送液チューブは、前
記湾曲部及び可撓管部の内部を通される軟質チューブから構成されていることが好ましい
。
【００１４】
　さらに、前記挿入部の後端に連設され、前記湾曲部を湾曲させるための湾曲用ノブが設
けられた操作部を備え、前記第２送液チューブは、前記操作部の内部まで延びるように設
けられ、前記操作部には、前記液体を供給するためのシリンジが挿入され、前記第２送液
チューブに連通される送液入口が設けられていることが好ましい。
【００１５】
　また、前記操作部に着脱自在で前記送液入口を塞ぐ送液キャップを備えることが好まし
い。
【００１６】
　本発明の内視鏡システムは、上記内視鏡と、前記液体を前記第２送液チューブに送る送
液装置と、を備えることを特徴とする。
【００１７】
　また、前記送液装置は、前記液体を貯留した送液タンクと、前記送液タンクに貯留され
た液体を送り出すための送液ポンプと、前記送液タンクと前記送液ポンプとを連結する連
結管と、前記送液ポンプ及び前記内視鏡に接続される送液管と、前記送液ポンプを作動さ
せて、前記送液タンクに貯留された液体を、前記連結管、前記送液ポンプ、前記送液管を
介して前記第２送液チューブに送る送液操作手段と、を備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、先端硬質部の径方向において撮像モジュールから離れた位置で先端硬
質部の内部を撮影光軸方向に延びる第１送液路と、一端が送液出口に連通し、他端が撮影
光軸方向にほぼ直交する直交方向に延びて第１送液路の先端に連通する第２送液路とを通
して、液体を観察窓の近傍に設けられた送液出口から吐出させるから、第１送液路を、撮
像モジュールから離れた位置に配しながらも、観察窓から観察している部分に向けて吐出
することができる。
【００１９】
　また、第２送液路は、撮影光軸方向にほぼ直交する直交方向に延びるから、第２送液路
を、前記直交方向に対して傾けたものに比べて、第２送液路を配するためのスペースを小
さくすることができ、挿入部及び先端キャップの大型化を防止することができる。
【００２０】
　さらに、第２送液路は、第１送液チューブ先端部の折り曲げられた部分の内部空間から
構成されるから、簡単な構成で観察窓から観察している部分に向けて吐出することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】内視鏡システムを示す斜視図である。
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【図２】内視鏡の挿入部の先端キャップを示す正面図である。
【図３】挿入部の可撓管部を示す断面図である。
【図４】挿入部の先端部を示す断面図である。
【図５】先端硬質部本体の凹部により第２ＷＪ路を構成した実施形態の挿入部の先端部を
示す断面図である。
【図６】図５に示す実施形態の先端キャップを取り付けた状態の挿入部の先端部を示す断
面図である。
【図７】先端キャップの凹部により第２ＷＪ路を構成した実施形態の挿入部の先端部を示
す断面図である。
【図８】図７に示す実施形態の先端キャップを取り付けた状態の挿入部の先端部を示す断
面図である。
【図９】操作部に送液入口を設けた実施形態の内視鏡システムを示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
［第１実施形態］
　図１及び図２に示すように、内視鏡システム１０は、内視鏡１１、プロセッサ装置１２
、光源装置１３、送気・送水装置１４、送液装置１５を備えている。送気・送水装置１４
は、光源装置１３に内蔵され、空気や洗浄水といった流体の送出圧を発生する周知の送気
ポンプ１４ａと、光源装置１３の外部に設けられ、洗浄水を貯留する洗浄水タンク１４ｂ
とから構成されている。
【００２３】
　内視鏡１１は、被検体内に挿入される挿入部１６と、挿入部１６の基端（後端）部分に
連設された操作部１７と、プロセッサ装置１２や光源装置１３に接続されるユニバーサル
コード１８とを備えている。
【００２４】
　挿入部１６は、その先端に設けられ、被検体内撮影用のＣＣＤイメージセンサ（以下、
ＣＣＤ）６４（図４参照）が内蔵された硬質な先端硬質部１６ａと、先端硬質部１６ａの
基端に連設された湾曲自在な湾曲部１６ｂと、湾曲部１６ｂの基端に連設された可撓性を
有する可撓管部１６ｃとからなる。
【００２５】
　先端硬質部１６ａの先端には、先端キャップ２０が取り付けられている。この先端キャ
ップ２０には、観察窓２１、照明窓２２ａ，２２ｂ、鉗子の先端が突出する鉗子出口２３
が設けられている。また、先端キャップ２０には、被検体内の観察している部分（以下、
被観察部位）に向けて洗浄水や薬液などの洗浄液を噴射するためのウォータージェット出
口（以下、ＷＪ出口）２４、観察窓２１に向けて空気や洗浄水を噴射する噴射ノズル２５
が設けられている。観察窓２１は、ＣＣＤ６４を有する撮像モジュール６３（図４参照）
の前方に形成され、ＣＣＤ６４に入射する撮影光を通す。照明窓２２ａ，２２ｂは、観察
窓２１を基準に対称な位置に２つ配されており、被検体内の被観察部位に光源装置１３か
らの照明光を照射する。
【００２６】
　鉗子出口２３は、操作部１７に設けられた鉗子入口２６に連通している。この鉗子入口
２６には、注射針や高周波メスなどが先端に配された各種処置具（鉗子）が挿入される。
【００２７】
　操作部１７には、湾曲部１６ｂを上下方向に湾曲させる上下湾曲用アングルノブ２８と
、湾曲部１６ｂを左右方向に湾曲させる左右湾曲用アングルノブ２９と、観察窓２１に空
気や洗浄水を送り込むための送気・送水ボタン３０とが設けられている。送気を行うよう
に、送気・送水ボタン３０が操作されると、送気ポンプ１４ａから送気された空気が内視
鏡１１に送られる。送水を行うように、送気・送水ボタン３０が操作されると、送気ポン
プ１４ａから送気された空気が洗浄水タンク１４ｂに送られ、この空気圧により、洗浄水
タンク１４ｂから洗浄水が送水されて、内視鏡１１に送られる。
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【００２８】
　ユニバーサルコード１８の一端には、コネクタ３２が取り付けられている。コネクタ３
２は複合タイプのコネクタであり、プロセッサ装置１２、光源装置１３及び送液装置１５
にそれぞれ接続されている。
【００２９】
　プロセッサ装置１２は、ユニバーサルコード１８及びコネクタ３２を介してＣＣＤ６４
から入力された撮像信号に各種画像処理を施して、内視鏡画像を生成する。プロセッサ装
置１２で生成された内視鏡画像は、プロセッサ装置１２にケーブル接続されたモニタ３３
に表示される。プロセッサ装置１２は、光源装置１３と通信ケーブルによって接続されて
おり、光源装置１３との間で各種の制御情報を通信する。
【００３０】
　送液装置１５は、被検体内部を洗浄するための洗浄水や薬液などの洗浄液が貯留された
送液タンク３５と、モータや制御回路を有する装置本体３６と、この装置本体３６の前面
に配され、送液タンク３５に貯留された洗浄液を送り出すための送液ポンプ３７とを備え
る。また、送液装置１５は、送液ポンプ３７を作動させて送液操作するためのフットスイ
ッチ３８と、送液ポンプ３７とコネクタ３２とを接続する送液管３９と、送液タンク３５
と送液ポンプとを連結する連結管４０とを備える。なお、フットスイッチ３８に代えて、
手動操作可能なスイッチやリモコン等を用いてもよい。
【００３１】
　図３に示すように、可撓管部１６ｃの内部には、ライトガイド４１ａ，４１ｂ、鉗子チ
ューブ４２、送気・送水チューブ４３、多芯ケーブル４４、ウォータージェットチューブ
（以下、ＷＪチューブ）４５が配されている。
【００３２】
　ライトガイド４１ａ，４１ｂは、一端が先端キャップ２０に固定されて、他端がユニバ
ーサルコード１８及びコネクタ３２を介して光源装置１３に接続している。照明窓２２ａ
，２２ｂの背後には照明用レンズ（図示せず）が組み込まれている。ライトガイド４１ａ
，４１ｂは、その出射端が照明窓２２ａ，２２ｂの背後に配された照明用レンズに面し、
光源装置１３からの光を照明窓２２ａ，２２ｂまで導光する。
【００３３】
　鉗子チューブ４２は、一端が先端キャップ２０に固定されて鉗子出口２３に接続され、
他端が湾曲部１６ｂ、可撓管部１６ｃ、操作部１７などの内部を通って鉗子入口２６に接
続され、鉗子出口２３と鉗子入口２６とを連通する。
【００３４】
　送気・送水チューブ４３は、一端が噴射ノズル２５に接続され、他端がユニバーサルコ
ード１８及びコネクタ３２を介して送気・送水装置１４に接続している。送気・送水チュ
ーブ４３は、送気・送水装置１４から供給された空気や洗浄水を噴射ノズル２５へ送る。
噴射ノズル２５は、送気・送水装置１４から供給された空気や洗浄水を観察窓２１に向け
て噴射して、観察窓２１に付着した汚れを払拭する。
【００３５】
　多芯ケーブル４４は、プロセッサ装置１２とＣＣＤ６４とを電気的に接続する。多芯ケ
ーブル４４は、複数の信号ケーブル４４ａを備え、これら複数の信号ケーブル４４ａは、
電気シールド層として機能する外皮４４ｂで被覆されている。
【００３６】
　可撓管部１６ｃは、内側より順に可撓性を保ちながら内部を保護するフレックスと呼ば
れる螺管５１と、この螺管５１の上に被覆され螺管５１の伸張を防止するブレードと呼ば
れるネット５２と、このネット５２上に被覆された柔軟性のあるゴム５３との３層で構成
されている。湾曲部１６ｂの外層も、ゴム５３で構成されている。
【００３７】
　図４に示すように、湾曲部１６ｂの内部には、複数の略円筒状の湾曲駒５４が直列に連
結され、湾曲駒５４の外周は、湾曲自在な筒状体５５で被覆されている。この筒状体５５
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の外周は、ゴム５３で被覆されている。複数の湾曲駒５４の動作により、湾曲部１６ｂは
上下方向及び左右方向に湾曲する。
【００３８】
　ＷＪチューブ４５は、湾曲部１６ｂ及び可撓管部１６ｃの内部を通される軟質なゴム製
のＷＪ軟質チューブ４６と、先端硬質部１６ａの内部を通される硬質な金属製のＷＪ硬質
チューブ４７とからなり、送液装置１５により送液された洗浄液をＷＪ出口２４に送る。
ＷＪ軟質チューブ４６は、一端が操作部１７の内部を通り、ユニバーサルコード１８、コ
ネクタ３２及び送液管３９を介して送液装置１５に接続されている。ＷＪ軟質チューブ４
６の他端は、ＷＪ硬質チューブ４７に接続されている。
【００３９】
　ＷＪ硬質チューブ４７は、撮影光軸方向に延びて、その先端部が撮影光軸方向にほぼ直
交する方向に折り曲げられており、先端硬質部１６ａの径方向において撮像モジュール６
３から離れた位置で撮影光軸方向に延びる第１ＷＪ路４７ａと、一端がＷＪ出口２４に連
通し、他端が撮影光軸方向にほぼ直交する方向に延びて第１ＷＪ路４７ａに連通する第２
ＷＪ路４７ｂとを有する。第１ＷＪ路４７ａは、ＷＪ軟質チューブ４６に接続されている
。
【００４０】
　先端硬質部１６ａは、硬質な金属製で円柱状の先端硬質部本体５７と、この先端硬質部
本体５７を覆う硬質な金属製の先端硬質パイプ５８とからなる。ＷＪ硬質チューブ４７は
、先端部が先端硬質部本体５７に挿入された状態で、先端硬質部本体５７に固定されてい
る。また、ライトガイド４１ａ，４１ｂ、鉗子チューブ４２、送気・送水チューブ４３も
、それぞれの先端部が先端硬質部本体５７に挿入された状態で、先端硬質部本体５７に固
定されている。先端硬質パイプ５８は、外周面がゴム５３により被覆され、先端部には先
端キャップ２０が取り付けられている。
【００４１】
　観察窓２１の奥には、対物光学系６１と、プリズム６２と、撮像モジュール６３とが配
されている。撮像モジュール６３は、ＣＣＤ６４と、回路基板６５とを備え、先端硬質部
本体５７に固定されている。なお、ＣＣＤ６４の代わりにＣＭＯＳイメージセンサを設け
てもよい。対物光学系６１は、観察窓２１から入射した観察部位の像光をプリズム６２に
入射する。プリズム６２は、対物光学系６１からの像光を内部で屈曲することで、ＣＣＤ
６４の撮像面６４ａに結像する。
【００４２】
　ＣＣＤ６４は、例えばインターライン型のＣＣＤからなり、撮像面６４ａが表面に設け
られたベアチップが用いられる。この撮像面６４ａ上には、矩形板状のカバーガラス６７
が取り付けられている。ＣＣＤ６４は、カバーガラス６７を介してプリズム６２に接続し
ている。
【００４３】
　ＣＣＤ６４は、回路基板６５の基端部に実装されている。この回路基板６５には、複数
の電子回路部品が実装されている他に、信号ケーブル４４ａの一端が半田付けされている
。信号ケーブル４４ａの他端は、湾曲部１６ｂ、可撓管部１６ｃ、操作部１７、ユニバー
サルコード１８、及びコネクタ３２の内部を通ってプロセッサ装置１２に接続している。
これにより、回路基板６５がプロセッサ装置１２と電気的に接続され、回路基板６５を介
してＣＣＤ６４がプロセッサ装置１２と電気的に接続される。この接続によって、プロセ
ッサ装置１２からＣＣＤ６４及び回路基板６５へ電力が供給されるとともに、プロセッサ
装置１２と、ＣＣＤ６４及び回路基板６５との間で各種信号がやり取りされる。
【００４４】
　次に、上記のように構成された内視鏡システム１０の作用について説明する。プロセッ
サ装置１２及び光源装置１３の電源をオンして、挿入部１６を被検体内に挿入する。光源
装置１３からの光は、ライトガイド４１ａ，４１ｂ、照明用レンズ、照明窓２２ａ，２２
ｂを通って、被検体内の被観察部位に照射される。
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【００４５】
　挿入部１６の先端硬質部１６ａに内蔵されたＣＣＤ６４は、被検体内を撮影して撮像信
号を出力する。この撮像信号は、ユニバーサルコード１８及びコネクタ３２を介してプロ
セッサ装置１２に入力される。プロセッサ装置１２は、入力された撮像信号に各種画像処
理を施して、被検体内の画像を生成する。この被検体内の画像は、モニタ３３に表示され
、術者は、モニタ３３を通じて被検体内を観察する。
【００４６】
　また、術者は、被検体内を観察するとき、操作部１７の各アングルノブ２８，２９を操
作することで、湾曲部１６ｂを上下方向及び左右方向に湾曲させて、先端硬質部１６ａを
観察したい部分に向ける。
【００４７】
　観察中に病変部などの患部を発見した場合には、この患部の処置に適した処置具を、鉗
子チューブ４２に挿通して鉗子出口２３から突出させ、患部を処置する。患部の処置終了
後、鉗子チューブ４２から処置具を抜き取る。
【００４８】
　観察窓２１を洗浄する場合には、送気・送水ボタン３０を操作して、送気・送水装置１
４から供給された空気や洗浄水を、送気・送水チューブ４３を介して噴射ノズル２５へ送
る。送気・送水装置１４から供給された空気や洗浄水は、噴射ノズル２５から観察窓２１
に向けて噴射され、観察窓２１に付着した汚れが払拭される。
【００４９】
　被検体内部を洗浄する場合には、先ず、送液管３９をコネクタ３２に接続し、送液装置
１５の電源をオンする。そして、フットスイッチ３８を操作（押圧）して送液ポンプ３７
を作動させる。送液ポンプ３７が作動すると、送液タンク３５に貯留された洗浄液が、連
結管４０、送液ポンプ３７、送液管３９、コネクタ３２を介してＷＪチューブ４５に送ら
れる。このＷＪチューブ４５に送られた洗浄液は、ＷＪ軟質チューブ４６、ＷＪ硬質チュ
ーブ４７の第１ＷＪ路４７ａ、第２ＷＪ路４７ｂを通ってＷＪ出口２４から噴射され、被
検体内部が洗浄される。ＷＪ出口２４は、観察窓２１の近傍に設けられているから、洗浄
液は、被検体内の被観察部位に向けて噴射され、被観察部位が洗浄される。
【００５０】
［第２実施形態］
　図５及び図６に示す第２実施形態は、先端硬質部本体７１の先端面に、ＷＪ出口２４に
連通する凹部７１ａが形成されている。なお、第１実施形態のものと同様の構成部材には
同一の符号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００５１】
　送液装置１５からの洗浄液をＷＪ出口２４に向けて送液するＷＪチューブ７５は、ＷＪ
軟質チューブ４６とＷＪ硬質チューブ７６とからなる。ＷＪ硬質チューブ７６は、先端硬
質部本体７１に固定されている。ＷＪ硬質チューブ７６は、第１ＷＪ路７６ａを有する。
この第１ＷＪ路７６ａは、ＷＪ軟質チューブ４６に接続されている。
【００５２】
　先端硬質部本体７１に形成された凹部７１ａは、一端がＷＪ出口２４に連通し、他端が
撮像モジュール６３から離れるように撮影光軸方向にほぼ直交する方向に延びて、第１Ｗ
Ｊ路７６ａに連通する。
【００５３】
　先端キャップ２０を先端硬質部１６ａに取り付けると、凹部７１ａの開口は、先端キャ
ップ２０により塞がれ、凹部７１ａと先端キャップ２０との間に第２ＷＪ路７２が形成さ
れる。
【００５４】
　送液装置１５から送られた洗浄液は、ＷＪ軟質チューブ４６、ＷＪ硬質チューブ７６の
第１ＷＪ路７６ａ、第２ＷＪ路７２を通ってＷＪ出口２４から噴射され、被検体内部が洗
浄される。



(9) JP 5485081 B2 2014.5.7

10

20

30

40

50

【００５５】
［第３実施形態］
　図７及び図８に示す第３実施形態は、先端キャップ８１の後端面に、ＷＪ出口８２に連
通する凹部８１ａが形成されている。なお、第１実施形態のものと同様の構成部材には同
一の符号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００５６】
　送液装置１５からの洗浄液をＷＪ出口８２に向けて送液するＷＪチューブ８５は、ＷＪ
軟質チューブ４６とＷＪ硬質チューブ８６とからなる。ＷＪ硬質チューブ８６は、先端硬
質部本体８３に固定されている。ＷＪ硬質チューブ８６は、第１ＷＪ路８６ａを有する。
この第１ＷＪ路８６ａは、ＷＪ軟質チューブ４６に接続されている。
【００５７】
　先端キャップ８１に形成された凹部８１ａは、一端がＷＪ出口８２に連通し、他端が撮
像モジュール６３から離れるように撮影光軸方向にほぼ直交する方向に延びて、第１ＷＪ
路８６ａに連通する。
【００５８】
　先端キャップ８１を先端硬質部１６ａに取り付けると、凹部８１ａの開口は、先端硬質
部本体８３により塞がれ、凹部８１ａと先端キャップ２０との間に第２ＷＪ路８４が形成
される。
【００５９】
　送液装置１５から送られた洗浄液は、ＷＪ軟質チューブ４６、ＷＪ硬質チューブ８６の
第１ＷＪ路８６ａ、第２ＷＪ路８４を通ってＷＪ出口８２から噴射され、被検体内部が洗
浄される。
【００６０】
［第４実施形態］
　図９に示す第４実施形態の内視鏡システム９０は、操作部９２に、被検体内に送液する
洗浄液を挿入するための送液入口９３が設けられている。なお、第１実施形態のものと同
様の構成部材には同一の符号を付し、その詳細な説明を省略する。
【００６１】
　内視鏡システム９０は、挿入部１６及び操作部９２を有する内視鏡９１、プロセッサ装
置１２、光源装置１３、送気・送水装置１４を備えている。操作部９２には、上下湾曲用
アングルノブ２８、左右湾曲用アングルノブ２９、送気・送水ボタン３０の他に、送液入
口９３が設けられている。なお、この実施形態では、送液装置は設けられていない。
【００６２】
　送液入口９３は、ＷＪ軟質チューブ４６に連通しており、シリンジ（図示せず）が着脱
自在に挿入される。送液入口９３は、不使用時や、使用時における通常状態（被検体内の
洗浄を行わないとき）には、着脱自在な送液キャップ９４により塞がれている。
【００６３】
　被検体内部を洗浄する場合には、送液キャップ９４を取り外し、シリンジを送液入口９
３に接続して洗浄液を注入する。このシリンジから送液入口９３に注入された洗浄液は、
ＷＪ軟質チューブ４６、ＷＪ硬質チューブ４７の第１ＷＪ路４７ａ、第２ＷＪ路４７ｂを
通ってＷＪ出口２４から噴射され、被検体内部が洗浄される。
【００６４】
　なお、上記実施形態では、第２ＷＪ路を、撮影光軸に直交する直交面上において直線状
に形成しているが、上記直交面上であれば、折れ曲げたり、曲線状に形成してもよい。
【符号の説明】
【００６５】
　１０，９０　内視鏡システム
　１１　内視鏡
　１６　挿入部
　１６ａ　先端硬質部
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　１６ｂ　湾曲部
　１６ｃ　可撓管部
　１７，９２　操作部
　２０，８１　先端キャップ
　２４，８２　ＷＪ出口
　４５，７５，８５　ＷＪチューブ
　４７ａ，７６ａ，８６ａ　第１ＷＪ路
　４７ｂ，７２，８４　第２ＷＪ路
　５７，７１，８３　先端硬質部本体
　６３　撮像モジュール
　６４　ＣＣＤ

【図１】 【図２】

【図３】
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